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ノン･ワルラシアン均衡における雇用政策のﾏｸﾛ経済効果
川俣雅弘
はじめに
経済学においては，同一の経済環境およびその経済環境において生じ
る経済現象を分析しているにもかかわらず，それぞれ異なる公理系によ
って表現される多様な理論が共存している。このことはざまざまな経済
現象を単一の公理系によって統一的に説明する理論を構築できないとい
う経済学の後進性を表すとも考えられるが，このようなケースにはそれ
ぞれ異なる観点から異なる理論について比較検討することにより新しい
理論を展開することができる。実際，マクロ経済学においては，ミクロ
分析とマクロ分析，ワルラシアン均衡とノン・ワルラシアン均衡，古典
派とケインジアンなどの異なる観点から異なる理論について考察するこ
とにより新しい理論が生み出されてきている')。学説史的な事実として
は，古典派，ワルラシアンのミクロ的分析であるワルラスの一般均衡理
論（Walras,1874-1877）およびケインジアン，ノン・ワルラシアンの
マクロ的分析であるケインズの理論（Keynes,1936)，というよりむし
ろHicks（1937）のIS-LMモデルとフィリップス曲線（Phillips,1958）
を典型とする伝統的なケインジアンの理論，の比較研究から新しいマク
ロ経済学の研究が展開された2)。
とくに，ノン・ワルラシアン・アプローチすなわち価格の硬直性のた
めに数量割当を伴う均衡における経済活動を経済主体の合理的行動に基
づいて分析する方法は，IS-LMモデルおよびフィリップス曲線|こよっ
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て特徴づけられるケインズ的な理論と経済主体の合理的な行動に基づく
ワルラス的な一般均衡理論の間のギャップを埋めようとする試みととも
に展開された3)。ケインズ的な理論においては非自発的失業のような数
量割当を伴う均衡が分析されているが，その理論の基本的概念である消
費関数，投資関数，貨幣需要関数などは経済主体の合理的行動から導出
されていない。ワルラス的な理論においては経済主体の合理的行動に基
づいて分析が行われているが，数量割当を伴う均衡すなわち不均衡にお
いて実際に経済主体がどのように行動するかは説明されていない。これ
らの問題は，数量割当を伴う均衡における経済主体の合理的行動を説明
することにより同時に解決される。それに対しPatinkin（1956）は，
財・サーヴィス市場において超過供給が生じているために数量割当を伴
うときの労働需要関数について指摘した。ＣＩｏｗｅｒ（1965）は，二重決
定仮説に基づいて労働市場において超過供給が生じているために数量割
当を伴うときの消費関数を経済主体の合理的行動の結果として導出し
た。Leijonhufvud（1968）は，非自発的失業を伴う均衡が成立すること
を説明するために数量調整の役割が重要であることを指摘した。これら
の成果はBarro＝Grossman（1971）によってマクロ経済モデルの枠組
みのなかに統合された。この基本的なノン・ワルラシアン・モデルは，
さらにBarro＝Grossman（1976)，Malinvaud（1977)，Hildenbrand
＝Hildenbrand（1978）らによって展開されたい。マクロ経済学において
得られている基本的な結果に対応するノン・ワルラシアン・アプローチ
による成果はBenassy（1986）によってまとめられている。また，ノン
・ワルラシアン・アプローチの総合的な成果はGrandmont（1982)，福
岡（1985)，Benassy（1990）などによって展望されている。
ノン・ワルラシアン・アプローチに基づく研究は，価格の硬直性のた
めに数量割当を伴う均衡における経済主体の合理的行動に基づいてマク
ロ経済学の基本的結果を導出することに成功し，マクロ経済学の新しい
展開を生み出した。ところが，マクロ経済学のミクロ的基礎づけは価格
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が硬直的であるという仮定に本質的に依存しているが，ノン・ワルラシ
アン．アプローチにおいては，本来伸縮的な価格調整を前提とする枠組
みにおいて価格の硬直性をアド・ホックに仮定しているにすぎない。結
局のところ，マクロ経済学のミクロ的基礎づけに関しては，ノン・ワル
ラシアン均衡の理論は，価格が硬直的であることを経済環境の性質から
導出しているニュー・ケインジアン経済学によって凌駕きれた5)。ノン
・ワルラシアン・アプローチの貢献は，単にマクロ経済学の基本的結果
をミクロ的に基礎づけることより，むしろ，不均衡における経済分析に
関するさまざまな考え方を同じ枠組みにおいて比較検討し，不均衡にお
ける経済活動や経済政策をミクロ的経済環境に基づいて経済厚生の観点
から分析し評価したことにある。
そこで本稿においては，ノン・ワルラシアン均衡の理論の特徴を活か
して，失業が生じているようなタイプの，マクロ経済のノン・ワルラシ
アン均衡において財政政策や金融緩和政策などの雇用政策がどのような
効果をもつかについて経済厚生の観点から比較検討する。マクロ経済の
ケインズ的な特徴をもつ均衡においては貨幣はもはや中立的ではないか
ら，これらの雇用政策は総生産および総雇用を増大させることによりマ
クロ的な経済厚生を増大させること，それぞれのタイプのノン・ワルラ
シアン均衡に応じて有効な雇用政策が異なることがわかる。
ｌ混合経済のノン・ワルラシアン均衡
失業が生じているようなタイプのマクロ混合経済のノン・ワルラシア
ン均衡について考察する。ノン・ワルラシアン均衡は価格が硬直的であ
るために個々の市場において数量割当が生じているような均衡であり，
失業が生じていることは労働市場において消費者の労働供給が生産者の
労働需要によって割り当てられていることを意味する。したがって，ノ
ン・ワルラシアン均衡のタイプは労働以外の市場においてどのような割
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当が生じているかによって分類される。
１－１混合経済
１人の消費者，１人の生産者，政府および消費財，余暇・労働および
貨幣の３つの財から構成される混合経済を考える。それぞれの財の価格
を（ハ、’１）によって表す。
生産者は労働をⅣ投入して消費財をγ産出する。生産者の生産は（γ｝
－Ｎ）によって表きれる。生産者の生産技術は生産関数
γ=ハノv)
によって表される。生産関数は
｡-川弐(に川>Q慕い薑Ｍ１<、
を満たす単調増加，厳密に凹，２回連続微分可能な関数であるとする。
消費者は資産“"[】，労働資源Ｌ，生産者の株式を保有している。消
費者は労働資源Ｌの一部【を余暇として需要し，残り側＝Ｌ－ノを労働と
して供給する。したがって消費者の所得は，初期の資産所得ﾉα"２０，賃
金所得”zおよび利潤配当汀の総和である。消費者はこの所得から納税
額力了を除いた可処分所得を支出して，消劉財をｃ消費し，貨幣を伽保
有する。消費者の消費は（c，ノ，）"）によって表される。消費者の効用
関数は消費の関数であり，
Ｕ＝Ｕ(c，１，腕/ｸﾞ）
によって表きれる。〆は将来財の予想価格である。効用関数は
迎い三川>仏晋い=じん)>ｑａｃ
迎い)÷【Ｍ)>、ａ、
を満たす単調増加，厳密に擬凹，２回連続微分可能な関数であるとする。
政府は，貨幣を発行することにより公共支出，ｃを増大させるか，あ
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るいは税収〆を減少させるという財政政策を行う。貨幣は法定不換紙
幣であり，政府はパラメーターノαを増大させる方向へコントロールする
ことにより貨幣供給山"ｏを増大きせるという金融緩和策を行う。
こうして，混合経済は消費者，生産者および政府の組
（(ＸＵ”０，L),パ(０，で,川）
によって表現される。
１－２混合経済のワルラシアン均衡
生産者の利潤は，利潤＝収入一費用であるから，
汀＝ｐＹ－ｕＭＶ
によって表される。生産者は生産関数の制約のもとで利潤ｐＹ－ｚｄｗを
最大にするように労働投入および消費財の産出を決定する。すなわち，
生産者の行動は
(α）（γ*，－」V*）はＹ＝/(jV)の制約のもとで汀＝，＊γ－Ｗ*ｊＶを最
大にする
によって表現される。（α)から，
（１）/1Ｖ(Ⅳ*)＝ｕ１*/p*，
が得られる。生産者均衡の条件（１）から，労働需要および消費財供給は
実質賃金率tu/'の関数であり，
γ(2u/p)＝／[/w-】(zu/p)］（２） ｊｖ(１４１/p)＝/ｊｖ－１(tu/p）
によって表現される。
消費者は，資産を貨幣で｜(2))'０保有し，労働ｉｔを供給して賃金uﾉﾘ0を
受け取り，生産者の株式を保有し，利潤の配当汀を受け取り，税金'て
を納める。したがって，消費者の可処分所得はＭ＝似))ｌｏ－ｐ「＋〃z＋
汀である。このとき，消費者は所得制約
（３）ＰＣ＋伽≦Ｍ＝Jα腕０－，で＋”0＋オール(）)ｌｏ－ＰＴ＋U'(L－１）＋元
のもとで効用を最大にするように消費財の需要c，労働供給〃したがっ
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て余暇需要l＝Ｌ－〃および貨幣需要柳を決定する。消費者の行動は
(β）（c*，【*，↑"＊）は，*c＋,),≦Ｍ＝/Ｌｍ１ｏ－ｐ＊て＋zU＊(Ｌ－ｌ）＋汀の
制約のもとでＵ(c，ノ，腕/β）を鍛大にする
によって表現きれる。
消費者行動を表す公理(β)から，入をラグランジュ乗数とすると
（α＊－ハク＊，ｕ＊一入⑭*，’/がU,鰯一Ａ）≦ｏ
(４）（ＵＩＰ*－Ｍ*，Ｕ)＊－Ａ､I*，ｌ/ppU1"－入）(c*，ｌ*，，),*)＝Ｏ
（c*，！*，，"*)≧０
および
（５）ＰＣ＋"'≦Ｍ＝“"ｌｏ－ｐＴ＋”0＋汀
が得られる。
消費は内点で均衡しているとすると，（β）から
（６）０t＝入，，Ｕ＝スtu，（1/グ)Ｕ,"＝入
が成り立つ。これらの消費者均衡の条件（５）と所得制約式（４）から，消
費者のそれぞれの財の消費は消費財の価格および賃金率の関数であり，
ｃ（'’1U）
（７）Ｉ（，，〃）
）〃（，，〃）
によって表現される。
政府は，貨幣を発行して公共支出政策（ｃの増大)，減税政策（ての
減少)，金融緩和政策いの増大）を行う。政府の予算制約は
（８），?'＝γ"(P，⑩)＝'ａ?"０－ｶ丁＋，Ｃ
である。
こうして，混合経済のワルラシアン均衡は混合経済（(Ｘ，Ｕ,腕０，Ｌ)，
パ（Ｇで，狸））および混合経済の均衡
ｃ(p，〃)＋Ｃ＝Ｙ(zu/p)，（９）J(p，〃)＋Ｎ(､,/')＝Ｌ
を満たす（c*，ノ*，”*)，（Y*，ノV*)，（1Ｗ)＊）によって表される6)。
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これらの均衡方程式体系（９）は消費者の貨幣資産)"０，時間資源Ｌ，金
融政策ﾉｕ，公共支出政策０，税収政策「を所与として実質賃金率Ｍ/力
を決定する。ただし，貨幣はニューメレールであり貨幣の価格は１であ
る。
１－３混合経済のノン・ワルラシアン均衡
ノン・ワルラシアン均衡は価格が硬直的であるためそれぞれの市場に
おいて割当が発生しているような均衡であり，本稿においてはとくに労
働市場において，名目賃金率が下方硬直的であり，超過供給すなわち失
業が生じているケースについて考察する。
われわれのモデルにおいては市場は財市場と労働市場の２つであり，
市場においては超過供給が生じているか，均衡しているか，あるいは超
過需要が発生している力､の３つのケースがあるから，表１に示されてい
るように，可能なノン・ワルラシアン均衡のタイプは32＝９つである。
表１ノン・ワルラシアン均衡のタイプ
庵
Malinvaud（1977,Lecture,1,ｓｅｃ８）は，ノン・ワルラシアン均衡を，
財市場においても労働市場においても超過供給が生じているようなケイ
ンジアン均衡，財市場においては超過需要が生じ労働市場においては超
過供給が生じているような古典派的失業均衡，財市場においても労働市
場においても超過需要が生じているような抑圧されたインフレーション
均衡の３つのタイプについて分析している（Benassy,1990)。失業が生
じている均衡のタイプには，さらに，ケインジアン均衡と古典派的失業
均衡の中間のタイプの均衡が考えられる（Malinvaud，1977,ｐ､3１，
７６
|林・サーヴィス市場
超過供給 均等 超過需要
労働市場 超過供給均等超過需要 ケインジアン ケインズワルラシアン 古典派インフレ抑制インフレ
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n.26；Benassy,1986,Ｃｈ４)。すなわち，労働市場においては超過供給
が生じているが,財市場においては需給が均等であるような均衡である。
このタイプの均衡は，ケインズの第１公準すなわち限界生産力原理を満
たしているという意味において，オリジナルのケインズ理論を反映して
いると考えられる7)。そこで，われわれはこのタイプの均衡をケインズ
均衡と呼ぶことにする。
われわれが考察するノン・ワルラシアン均衡はつぎの３つのタイプの
不完全雇用均衡すなわちケインジアン均衡，ケインズ均衡および古典派
的失業均衡である。
（Ａ）ケインジアン均衡
ケインジアン均衡においては，名目賃金率が下方硬直的であり最低水
準〃＝〃に固定されているため労働市場において超過供給が生じてお
り，財の価格が下方硬直的であり最低水準，＝ｐに固定きれているため
財市場において超過供給が生じている。
生産者については，財市場において超過供給が生じているから，生産
者の産出Ｙは有効需要Ｃ＋Ｇによって割り当てられ，
ｃ(ｐ，Ｍ)＋Ｃ＝γ
となるように決定される。生産者は労働市場においては割り当てられて
いないから，労働投入は財の産出に必要な量だけ需要され，
Ⅳ=ノー'(Ｙ）
となる｡このときには，実質賃金率に対する効率的生産における労働投
入と比較して労働投入が過少であるから，ルvA,(・）＜０より
（Ｗｖ)＞ⅣＪ
である。
消費者については，労働市場において超過供給が生じているから，消
費者の労働供給は生産者の労働需要によって割り当てられ，
秘＝Ｎ＝ノー'(Ｙ）
７７
となるように決定きれ，余剰需要は
ノーＬ－ｊＦＬ－/－１(Ｙ）
となるように決定される。したがって，二重決定仮説により，消費者は
彼の所得
Ｍ＝〆”ｏ－ｐＴ＋”l＋汀＝”z(〕－〆＋t(Ｗ＋ｐＹ－皿ﾉﾉＶ
＝浜↑)ｌｏ－ｐＴ＋ｊＷ
を所与としてＰＣ＋”≦/u”ｏ－ＰＴ＋'Ｙの制約のもとでＵ(C，ノ，〃2/ｸﾞ）
を最大にするように消費を選択するから，消費者の財の需要は
ｃ(，，浜"Ｌｏ－ｐＴ＋ｐｙ）
のように決定される。このときには，消費者は財市場では割り当てられ
ていないが，労働市場では割り当てられている。したがって，彼の労働
供給は過少・余暇需要は過大であるため余暇の限界効用は賃金率より小
さいから，
ＵﾙｰＭ,Ｕ)<ﾉ、ﾉﾄ（1/β)Ｕｌ"=A
である。
こうして，ケインジアン均衡においてはｕｌｑン
一〃’一ｐ
ン人(10）
が成り立ち，体系は
(,,）ｃ(，，狸"ｕｏ－ｐＴ＋Pγ)＋Ｃ＝γ【＋／－１(γ)＝Ｌ
によって表される。この体系においては，価格体系７，ｍ資源川｡,Ｌ，
政策変数Ｇで,狸を所与として総生産γが決定される。γが決定さ
れると，総雇用ＡＬ民間消費c，余暇需要１，貨幣需要帆が決定される。
（Ｂ）ケインズ均衡
ケインズ均衡においては，名目賃金率が下方硬直的であり最低水準〃
＝〃に固定きれているため労働市場において超過供給が生じており，財
７８
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の価格は伸縮的であるため財市場において需給が均衡している。
ケインズ均衡においては，生産者は財市場においても労働市場におい
ても割り当てられていないから，
／｣v(Ｎ)＝〃ｐ
が成り立ち，財の供給関数および労働の需要関数は
Ｙ＝γ(tu/，)＝／[/】v-lnm/p)］
ｊｖ＝Ｎ(u'/，)＝ん－１(7J/p）
である。
消費者については，労働市場において超過供給が生じているから，消
費者の労働供給は生産者の労働需要によって割り当てられ，
）t＝Ｎ(tu/P）
となるように決定され，余剰需要は
ノーＬ－"＝Ｌ－Ｍ１ｕ/，）
となるように決定きれる。したがって，二重決定仮説により，消費者は
所得
Ｍ=/u"'０－〆＋，Y(耐p）
を所与としてｐｃ＋'"≦狸川o-Pで＋PY(7J/P）の制約のもとでＵ(c，，，
腕/ｸﾞ）を最大にするように消費を選択するから，消費者の財の需要は
ｃ[，，鰹"ｌＯ－ｐで＋pYM/p)］
のように決定される。このときには，消費者は財市場では割り当てられ
ていないが，労働市場では割り当てられている。したがって，彼の労働
供給は過少．余暇需要は過大であるため余暇の限界効用は賃金率より小
さいから，
Ｕヒースp，ｕ＜凧（1/ｸﾞ)ｕ〃＝Ａ
である。
こうして，ケインズ均衡においてはｕｌｕン
ｌｍｌｐ八(12）
7９
が成り立ち，体系は
(13）Ｃ[ハ似獅o￣'て＋，γ(〃，)]＋Ｇ＝γ(〃，）
l+ﾉV(2Ｗ)=L
によって表される。この体系においては，名目賃金率醐資源腕０，Ｌ，
政策変数ｃ，で，鰹を所与として財の価格，が決定きれる。，が決定さ
れると，総生産Ｙｂ総雇用jVl民間消費c，余暇需要Ｉ，貨幣需要)"が
決定される。
（Ｃ）古典派的失業均衡
古典派的失業均衡においては，実質賃金率が下方硬直的であり，最低
水準
ｚ(』/,＝u'/’
に固定されているため，労働市場において超過供給が生じ財市場におい
て超過需要が生じている。実物変数は実質賃金率のみに依存して決定さ
れる。
古典派的失業均衡においては，生産者は財市場においても労働市場に
おいても割り当てられていないから，
八GV)＝耐
が成り立ち，財の供給関数および労働の需要関数は
Ｙ＝Ｙ(〃，)＝/〔/iv-l(両)］
ｊＶ=ｊＶ(,u/p)＝/)v-1(両）
である。
消費者については，労働市場において超過供給が生じているから，消
費者の労働供給は生産者の労働需要によって割り当てられ，
〃＝Mtu/p）
となるように決定され，余剰需要は
ノーＬ－ｆｌ＝Ｌ－ﾉV(1u/p）
となるように決定される。また，財市場において超過需要が生じている
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から，消費者の財の需要は生産者の財の供給によって割り当てられ，
ｃ＝γ(757J)－Ｇ
となるように決定される。消費者は財市場においても労働市場において
も割り当てられている。したがって，消費者の財の消費は過少であるた
め財の消費の限界効用は財の価格より大きく，消費者の労働供給は過少
・余暇需要は過大であるため余暇の消費の限界効用は名目賃金率より小
さいから，
ｕ＞Ａ，，Ｕｌ＜入岻（l/，e)Ｕｈ,＝ん
が成り立っている。
こうして，古典派的失業均衡においては
＿Ｕ，('4）Ｌｖ＝〃p>万
が成り立ち，体系は
ｃ＋G＝Ｙ(IZ7J）(15） ｌ＋Ⅳ('､/，)＝Ｌ
によって表される。この体系においては，実質賃金率而,資源”o，
Ｌ，政策変数Ｃ，Ｔ，狸を所与として総産出γおよび総雇用Ｎが決定き
れる。これらが決定されると，民間消費c，余暇需要Ｉ，貨幣需要机が
決定される。
１－４雇用政策の効果
マクロ的な雇用政策には公共支出，Ｃを増大させる公共政策，税収ｐ
Ｔを減少させる減税政策，貨幣供給“ｔｏを増大させる金融緩和政策が
ある。これらの雇用政策は総生産Ｘ総雇用ｊＶ，民間消費ｃ，余暇需要
ｌ，貨幣需要”などの変化を通して最終的に消費者の効用を変化させる。
マクロ経済の経済厚生は消費者の効用によって測られるから，公共支出
政策，減税政策，金融緩和政策などの雇用政策の効果は消費者の効用の
変化によって判断することができる。厚生経済学の基本定理からワルラ
８１
シアン均衡は効率的配分であるから，雇用政策が効果的であるか否かは
不完全雇用均衡が雇用政策によって効率的配分に近づくように変化する
か否かによって決定される。
消費者の効用水準の変化。Ｕは，消費の変化（｡c，。ﾉ，ｄ畑）に対して
。Ｕ＝Ubdc＋〔Ｍｌ＋(l/ｸﾞ)ＵｍＩｄ柳
である。したがって，雇用政策によって消費者の消費がどのように変化
するかを確定することにより，効用水準の変化を確定することができる。
そこで第２－４節においては，マクロ経済モデルにおけるケインジア
ン均衡，ケインズ均衡，古典派的失業均衡の３つのタイプの均衡におけ
る雇用政策のマクロ経済効果について経済厚生の観点から分析する。
２ケインジアン均衡における雇用政策の効果
ケインジアン均衡においては，労働市場において超過供給が生じてお
り，財市場において超過供給が生じている。ケインジアン均衡の体系は，
消費者および生産者の均衡条件凹一ｑン
｜⑩一一ｐ
ン人(１０）
および財市場および労働市場の需給均衡条件
(,,）ｃ(P,解,"｡－Ｊで＋Jγ)＋C＝Ｙｊ＋／－１(Ｙ)＝Ｌ
によって表される。この体系においては，価格体系阿凪資源,"｡，Ｌ
は不変であり，政策変数ｃ，Ｔ，ﾉαを所与として総生産ｙが決定される。
ケインジアン均衡において，ケインズ的雇用政策が総生産，総雇用，
民間消費および貨幣需要に及ぼす効果はそれぞれ補助定理２－１，２－
２，２－３および２－４によって得られる。以下では財の価格および労
働の賃金率が不変であることを表す記号を省略する。
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補助定理２－１：雇用政策が総産出に及ぼす効果について，
Ｃｌ，：：］÷q>ｑﾆｰｰ,_ＣＭ<ｑ
ａＹＣｙ、-2212＞０ａ没ｌ－ｃｙｐ
が得られる。総生産は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によって
増大する。
証明：，，〃は一定である。したがって，財市場の需給均衡式を全微
分すると，
ac-57FdM+dG＝｡Ｙ
となる。ところで，Ｍ＝禅ｍｏ－ｐＴ＋，γを全微分してｄｌ＝Ｏであるこ
とを考慮すると。Ｍ＝mod禅－，．丁＋pdYであるから，
（1-烏My-誌Ｍ-,`露Ｍ
となる。そこで，
ａｃａＭａｃ(16）ｃ1--577.-5-7='-5J７，０≦cγ≦１
とおくことにより，
(17）（１－９Ｍγ＝Ｃγ[(，"o/、｡鰹－．で)]＋do
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理２－１はそれぞれの雇用政策の乗数を表している。。C＝。「
であるとすると，
ａｙａＹｃ１，‘γ-両`c十百T`て-(志-,-cv1`c-1`゜
となるから，均衡財政政策の乗数は１であることがわかる。
8３
補助定理２－２：雇用政策が総雇用に及ぼす効果について，
ＣｙｏｏﾉＭ１ＬｃⅦ>Ｌ黒--ﾉM1-c,)<0,ａｊｖ
ａＮｃγ 、-212＞０ａ/αノＭ１－ｃ側，
が得られる。総雇用は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によって
増大する。
証明：労働需要関数Ｎ＝/－１(ｙ）から
djV＝(1ｍＶ)。γすなわち。γ=/１Ｖ(Ｗ
であるから，この式を補助定理２－１の(１７)式に代入することにより，
（１－Ｃ))/ivdﾉV＝Ｃｙ[(’'００/，)｡｣ｕ－ｄＴ)]＋ｄｏ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理２－３：雇用政策が民間消費に及ぼす効果について，
－－上>0,碁---<ｑａｃ Ｃｙａｃ１－ｑ ｌ－Ｃｙ
－２Ｌ--21-.竺旦＞０ａ鰹１－ｃｙｐ
が得られる。民間消費は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によっ
て増大する。
証明：ｃ＋Ｃ＝Ｙであるから。c＋ｄＣ＝。γである。この式を補助定理
２－１の(17)式に代入して整理することにより，
（１－Ｃγ)｡C＝Ｃ】,[()),o/P)ｄＪｕ－ｄｒ)]＋ＣＹｄＣ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理２－４：雇用政策が貨幣需要に及ぼす効果について，
ａ糀而-'>ｑ癸一'<叺器→`｡>・
８４
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が得られる。貨幣需要は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によっ
て増大する。
証明：所得制約式，c＋桝＝Ｍ＝江ｊＩｚｏ－ｐＴ＋，Ｙを全微分して。，＝０
であることを考慮すると，
(18）ｊＭＣ＋d岬＝ｄＭ＝〃o“－”て＋PdY
であるから，
。”＝机０．/ｕ－ＰｄＴ＋PdC
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
以上の結果から定理１が得られる。
定理１：雇用政策が経済厚生に及ぼす効果について，
ａＵ前>on:L二<q器>、
が得られる。経済厚生は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によっ
て増大する。
証明：消費者の効用関数Ｕ＝Ｕ(c，ノ，州/p・）を全微分して，ｕ＜入卸
であることを考慮すると，
。U＝Ubdc＋Ｕｊｄｊ＋(1/グ）Ｕ"d腕＞Ａ（pdc-"｡Ⅳ＋d”
となる。ところが，補助定理２－４の(18)式から
Pdc-mdjV＋ｄ耐＝、０．匹一PdT＋ＰｄＹ－〃djV
であるから，効用水準の変化。Ｕは，
。Ｕ＞八（”to“－，.「＋pdy-Mﾉ｡A/）
‐ﾊＭ-,"+u一等Ｍ］
となる。ここで，
l-cr`c-1gさ`で＋Ｃ，１ １－ｃＹ
８５
空;L`“｡Ｙ＝
であるから，
‘U>』['('一等)]｣・剛.-川1-半)告'`『
…川一等)告云Mm
が得られる。
／１Ｖ＞tU/pであるから，１－|(i`】/，)/nV}＞Ｏである。したがって，公共
支出政策の効果は，
而川('一等）ａｕ １ｌ－Ｃｙ＞０
である。減税政策の効果は，
－<-Ⅱ+(1-鶚)]二言｣＜・ａＵａＴ
である。金融緩和政策の効果は，
－>'Ｍ+('一等)Ⅲ二言仁･ａＵａ座
である。
これらの結果から，公共支出政策，減税政策および金融緩和政策は，
総生産，総雇用，民間消費の増大をもたらし消費者の効用水準を上昇さ
せるから，経済厚生の観点から有効であることがわかる。これは図１に
表現きれている。上付きのＷはワルラス均衡，Ｋはケインジアン均衡，
ｒは雇用政策後のケインジアン均衡を表している。
また，ａＵ/ａグー－(”ｸﾞ2)Ｕｉ"＜Ｏであるから，財の期待価格グが
上昇すると効用水準は下がることがわかる。
定理１からただちに系１が得られる。
系’：雇用政策としては公共支出政策より減税政策の方が有効であ
８６
ノン・ワルラシアン均衡における雇用政策のマクロ経済効果
図１ケインジアン均衡における雇用政策の効果
墾成
ｆ(Ｎ）
庇（-ＮK)＞ｗｗ/Pｗ
ＹｗＵＫ
ＹＫ,
･Ｕｗ
ＵＩも解一解ンｕｌｕ ＹＫ
Ｎ 塑俳
塑俳
lｗ－－－－－
1K． 二腓
1Ｋ
-Ｎｗ －ＮＨ －ＮＫ-Ｌ
8７
り，均衡財政政策は無効である。
証明：均衡財政政策が消費者の効用水準に及ぼす効果は，。G＝。Ｔで
あるとすると，
ａｕａｕ
ｄＵ=-5-5.C+-5-Fdr
-I川一等)☆-1-('一等)金川
－M肥等)-Ｍ一入礫`c<@
となるから，系の結果が得られる。
ケインジアン均衡においては消費者の行動も生産者の行動も名目賃金
率に依存していないから，名目賃金率の変化は経済活動にまったく影響
しない。したがって，古典派的雇用政策は財の価格の引き下げのみであ
る。ケインジアン均衡における古典派的雇用政策の効果は定理２によっ
て与えられるが，明確な結果は得られない。
定理２：０－で≧Ｏであるとする。このとき，古典派的雇用政策であ
る財の価格の引き下げ｡'＜ｏが及ぼす効果について，
万＜0Ｗ<,ｗ<ｑ普臺0,器薑、ａＹａＮａｃ
が得られる。財の価格の引き下げにより総生産，総雇用，民間消費は増
大し，貨幣供給は減少するか変わらないが，経済厚生の変化は不確定で
ある。
証明：まず，財市場の需給均衡式ｃ(Ａｌｗ"ｏ－Ｐｒ＋ＰＹ)＋Ｃ＝Ｙを全
微分し，ｄｏ＝。Ｔ＝“＝Ｏであることを考慮して整理すると，
i奇|刀+(γ-『)蒜]`，+儀一〃
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となる。ただし，（ａｃ/ａ，）’7Ｗは所得Ｍが一定であるときの価格の
変化に対する民間消費の変化を表す。そこで
q-奇一発|iw+烏弓筈(19）
‐器|;w+(Ｈ轟く｡
とおいて整理することにより，
（１－Ｃγ)。γ＝ｑｄｐ
となるから，
く
ｑ
Ｃ
誠一鋤
が得られる。
つぎに，。Ⅳ＝(1//)v)。Ｙであること，。Ｃ＝Ｏであるから。C＝。γであ
ることを考慮すると，
：：：；:；大]島｢<Ｌ嘉一器薑弍<、－＝一・一＝－●
が得られる。
さらに，所得制約式PC＋'１２＝Ｍ＝座"to-pT＋PYを全微分し，。C＝。
「＝“＝ｏであることを考慮して整理すると，
，｡c＋cdp＋d机＝｡〃＝pdY＋(γ－て)｡'＝し｡c＋(γ－て)｡'
となる。したがって，
。”＝(Ｙ－ｃ－Ｔ)”＝(ｃ－Ｔ)｡ｐ
となるから，
ａ郷
-5万=c－て≧０
が得られる。
最後に，消費者の効用関数Ｕ＝Ｕ(c，【，”'＠）を全微分して，Ｕ>＜
AtDであることを考慮すると，
8９
。Ｕ＝Ubdc＋udJ＋(1/β)Ｕｌ"｡↑"＞ハ('dc-uﾉdjV＋d噸）
となる。ところが，上記の結果から
Ｐｄｃ－ＭＷ＋ｄＩ)z＝(Ｙ－ｃ－Ｔ)｡，＋”Ｙ－ｔＤｄｊＶ
－(c-γM'+此等Mγ
‐Ic-川+朏等)念`’
である。したがって，効用水準の変化。Ｕは，
“>ﾊ[(c-で)+壯等)念]`’
となる。ここでＣ＝てであるとすると，
－<ハル等)念く。ａｕａｐ
が得られる。
３ケインズ均衡における雇用政策の効果
ケインズ均衡においては，労働市場において超過供給が生じ，財市場
は需給が均衡している。ケインズ均衡の体系は，消費者および生産者の
均衡条件 ｕｌｕシ〃｜りん(12）
および財市場および労働市場の需給均衡条件
(13）Ｃ[ハノu，"０－〆＋pY(7J/，)]＋Ｃ＝Ｙ(7J/，）ノ＋｣V(〃，)＝Ｌ
によって表される。ただし，γ、/')＝／[/)v-1（〃')]，ノV(,U/P)＝
/iv-1(〃，)である。この体系においては，名目賃金率眺資源柳｡，Ｌ
は不変であり’政策変数ｃ’て，鰹を所与として財の価格，が決定され
９０
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る。
ところで，名目賃金率〃が政策によって変化することも考慮して，
労働の需給関数および生産者均衡の条件を全微分すると，
。γ=ん｡ﾉv=了dNwv＝’妙 －/)ｖｊｖ
であるから，
⑪１１－
．７．，+万・７.〃
１｜ｐ
訓一印証一諏証一鋤乃 為(芳川(20）
ａＹａＹａＮｌｌｕノYh＝-577ａﾉｖａ〃ｐ/)v肘'．－＝－．－．－＜０(21）
とおくと，
(22）。γ＝Ｍ'十yd,｡〃，あるいは（Ｊカー(l/Y１，)ｄＹ－(ＷＹｌ,)｡〃
が得られる。
ケインズ均衡において，ケインズ的扇用政策が総生産，物価水準，総
雇用，民間消費，および貨幣需要に及ぼす効果は，それぞれ補助定理３
－１，３－２，３－３，３－４および３－５によって得られる。以下で
は労働の賃金率が不変であることを表す記号を省略する。
補助定理３－１：雇用政策が総産出に及ぼす効果について，
：：]_c=Ｍ１,>ｑ二－1-c,上Ⅵ<ｑ
ａＹ1.-2222＞Ｃａ座ｌ－Ｃｒ－ｑ/Y)，Ｐ
が得られる。総生産は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によって
増大する。
証明：財市場の需給均衡式を全微分すると，
奇'１W`什器`螂十`c-`'
9１
となる。ところで，Ｍ＝Ju1"ｏ－ｐｒ＋ｐＹを全微分することにより，
。〃＝〃lod鰹一Tdp-pdr＋】/tjp＋pdY
であるから，この式を上の式に代入して整理することにより，
(1-烏)`Y-[器|刀+(γ-句詩]“
-発Ｍ-'`劒十`･
が得られる。この式から補助定理２－１の(16)式と定理２の(19)式を考
慮することにより，
（ｌ－Ｃ)ＭＹ－ｑ,(jP＝Ｃ}[(↑),o/P)d解－．で)]＋ｄｏ
が得られる。
また，ｄｕＦＯであることを考慮すると(22)式から。Y＝Ｍｐである
から，
(23）（ｌ－Ｃｙ－ｑ/】/))。y＝Ｃｙ[('''０/P)“－．『]＋ｄＧ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理３－１によって得られたケインズ均衡における乗数の値は補
助定理２－１によって得られたケインジアン均衡における乗数の値より
小さい。これは，ケインズ均衡においては雇用政策が財の価格を上昇さ
せるために乗数プロセスの波及効果にロスが生じるからである。ケイン
ズ的な雇用政策が財の価格に及ぼす効果は補助定理３－２によって与え
られる。
補助定理３－２：雇用政策が財の価格に及ぼす効果について，
。。(,_cⅢq>0,癸--(,_c;孟一q<ｑａｐｌ
ａｐｃｙ ，-222Ｌ＞Ｃａ座（１－Ｑ)Y１，－９，
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が得られる。財の価格は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によっ
て上昇する。
証明：ケインズ均衡においては名目賃金率〃は一定であり“＝０で
ある。したがって(22)式より。γ＝Ｍｐであるから，補助定理３－１の
(23)式より，
(24）［(ｌ－Ｃｙ)】/１，－ＧJ｡カーＣγ[("to/，)｡｣Ｕ－ｄで］＋ｄＣ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理３－３：雇用政策が総雇用に及ぼす効果について
ａｊｖ 〃妙…-c脈_帆>Q癸一]_豐琴yi,<Ｌ
ａｊｖＷ幼ｃ)，、型Ｌ２＞０ａ浜ｌ－ｃｙ－ｑ/】'）′
が得られる。総雇用は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によって
増大する。
証明：労働需要関数を全微分して生産者均衡の条件を考慮すると，
１〃ｄﾉV=方｡Y=2.ｙすなわち。Y=－．Ｎ⑫ ｐ
であるから，補助定理３－１の(23)式より
（l-cr-cW,)(u,/，)djv=cγ[(,"｡/，)“－．で]＋ｄｃ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理３－４：雇用政策が民間消費に及ぼす効果について，
実害言號薑仏癸－１－c二歳＜仏
Ｃｙａｃ、-212Ｌ＞Ｏａｕｌ－Ｃ】,－９/Y)，，
が得られる。民間消費は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大lこよっ
9３
て増大する。
証明：ｃ＋Ｃ＝γを全微分すると。c＋ｄｏ＝。γとなる。この式を補助
定理３－１の(23)式に代入して整理することにより，
（ｌ－Ｃｙ－ｑ/YWc＝Ｃｌ[('’２０/，)｡」(－．で)]＋(Ｃｌ,＋ｑ/ＹＷＣ
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
補助定理３－５：雇用政策が貨幣需要に及ぼす効果について
ａ↑)ｌ Ｃ－Ｔ
－５－５=，＋(l-cr)Y),-q,＞０
百T-'-(,睾器宣く・ａｍ
－鰄｡+(,二十告÷>,ａｊｊｔａ/ｕ
が得られる。ただし，ｃ－ｒ≧０であるとする。貨幣需要は公共支出の
増大，減税，貨幣供給の増大によって増大する。
証明：所得制約式,C十ｍ＝Ｍ＝,Wno-pで＋，Ｙを全微分すると，
(25）CdP＋，｡C＋d郷＝｡〃＝"todlL2-でdP-pdT＋】/dP＋PdY
となるが，この式を。川について解くことにより，
。川＝”o“－，．で＋PdC＋(Ｃ－て)｡'
が得られる。ところが，補助定理３－２の(24)式より
［(l-cy川一qJdl＝cγ[(,"｡/'Ｍ牌一.r]＋ｄｃ
であるから，
Ｃ－Ｔ‘'F('Tc1川_qMc-(,+u圭器=)`？
…．+(,ﾆﾃﾞ告÷)“
が得られる。この式から補助定理の結果が得られる。
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以上の結果から定理３が得られる。
定理３：雇用政策が経済厚生に及ぼす効果について，Ｃ－Ｔ≧０であ
るならば，
ａｕ両>0,器くい器>・
が得られる。経済厚生は公共支出の増大，減税，貨幣供給の増大によっ
て増大する。
証明：消費者の効用関数Ｕ＝Ｕ(c，ノ，”，`）を全微分して，Ｕｉ＜A〃
であることを考慮すると，
。Ｕ＝Udc＋UdJ＋(1/Ａ)Ｕｈｌｄ)"＞A(,dc-zUdjV＋d1Ot）
となる。ところが，補助定理３－５の(25)式より，
Ｐｄｃ－妙djV＋d↑)2＝dM-cdp-1JdjV
＝川o“－，．丁＋(Ｃ－Ｔ）｡'＋PdY-〃djV
である。また，ケインズ均衡においては。y＝MjV，／)v＝tU/Pが成り立
つから，
pdy-"djV=ｐＭｖ－(tu/，)ldjV＝０
である。したがって，効用水準の変化。Ｕは，
。U＞A[,,`０．座一pdで＋(G－て)｡』
となる。ここで，補助定理３－２の(23)式より
‘,Ｔｃ州_q`c-u-c:１五-９`アｌ
＋(,_c;１五_可等`“
であるから，
"-'け(,ﾆﾃ捻M‘Ｃ－Ｔ｡U＞Ａ［ (１－ｃ})】/),－９
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が得られる。したがってＣ－Ｔ≧Ｏであるから，公共支出政策の効果は，
両>』(,_誌－９薑・ａｕ
である｡減税政策の効果は，
－<-〕[，+･砦倦]<‘ａｕａＴ
である。金融緩和政策の効果は，
－>Ｍ+('二器&]>、ａｕａｕ
である。
こうして，Ｃ－Ｔ≧０であるときには，公共支出政策，減税政策およ
び金融緩和政策は，実質賃金率の下落を通して総生産，総雇用の増大を
もたらし，消費者の効用水準を上昇させる。これは図２に表現されてい
る。上付きのＷはワルラス均衡，Ｋはケインズ均衡，ｒは雇用政策後
のケインズ均衡を表している。しかし，Ｃ－てくＯであるときにはケイ
ンズ的雇用政策の効果は明確ではない。
定理３からただちに系２が得られる。
系２：Ｇ＝てであるときには，雇用政策としては公共支出政策より減
税政策の方が有効であり，均衡財政政策は無効である。
証明：均衡財政政策が消費者の効用水準に及ぼす効果は，Ｃ＝てであ
るときには，
ａｕ`U-両`c+器`『
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図２ケインズ均衡における雇用政策の効果
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（Ｃ－て）Ｃｙ－`[(,_誌-9-'-(,_川_q]`c--A，<’
となるから，系の結果が得られる。Ｃ－て＞Ｏであるときには明確な帰
結は得られない。
ケインズ均衡においては財の価格は内生変数であるから，古典派的雇
用政策は名目賃金率を引き下げることである。ケインズ均衡における古
典派的雇用政策の効果は定理４によって与えられる。名目賃金率の引き
下げは実質賃金率の下落を通して総生産，総雇用の増大をもたらし，消
費者の効用水準を上昇させる。
定理４：０－で≧０であるとする。このとき，古典的雇用政策である
名目賃金率の引き下げ｡"＜０が及ぼす効果について，
鶉<0,器>0,器＜0,器＜q鶚薑０，器＜･
が得られる。名目賃金率の引き下げにより総生産，総雇用，民間消
費は増大し，財の価格は下落し，貨幣供給は変わらないか減少し，
経済厚生は増大する。
証明：まず，財市場の需給均衡式ｃ('，”'１０－'て＋,Y)＋Ｃ＝Ｙを
全微分し，。Ｃ＝ｄで＝“＝０であることを考慮して整理すると，
［蓋|耐+(v-で)器]`'十儀`…十｡`γ-`γ
となるから，
（ｌ－ｃｙ)。γ＝ｑｄｐ
が得られる。この式に(22)式を代入して整理することにより，
［(１－Ｃｌ)Ｙ)－ｑＪｄＹ＝一CWbdu，
および
［(ｌ－Ｃｖ)ルｑＭｐ＝－(１－Ｃｌ)Ｙｕ`｡u，
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が得られる。これらの式から，
ａＹ…,一壱器q<叺器(志幾>‘
が得られる。
つぎに，‘１V＝(1//W)‘Ｙであること，ｄｏ＝ｏであるからｄｃ＝。Ｙであ
ることを考慮すると，
ａﾉｖａＮａｙ1。”。，。”川,_蒜q<Ｌ□－＝－◆
：；諾(,_蒜9<゜－－－￣
が得られる。
さらに，補助定理３－５の(25)式において。Ｃ＝‘て＝“＝Ｏである
ことを考慮して。'伽について解くと，
。”＝(Y￣ｃ－で)｡，＝(c－て)”
となり，
。“。“。’（ぞ器等鬘ロー￣－●－－ａ２ＤａｌａｚＵノ
が得られる。
最後に，消費者の効用関数Ｕ＝Ｕ(c，！，，CO/，膠）を全微分して，Ｕｉ＜
A〃であることを考慮すると，
。U＝udc＋UidJ＋(1/ｸﾞ)Ｕ’’1.,,2＞ス(pdc-u）djV十.腕）
となる。ところが，。Ｃ＝ｏであるからpdc-“jv＝ＰｄＹ－ｍＮ＝ｏであ
ることを考慮すると，上記の結果から，
ｐｄｃ－ＷｄｊＶ＋d郷＝d獅＝(C－てＭｐ
であるから，
ａＵ－>‘(c-句器一ﾊｰ(:三二)(浅蝿薑、ａ〃
が得られる。
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４古典派的失業均衡における雇用政策の効果
古典派的失業均衡においては，財市場において超過需要が存在し，労
働市場において超過供給が存在する。生産者は割り当てられず，消費者
は財市場においても労働市場においても割り当てられている。古典派的
失業均衡の体系は，
－Ｕ【('4）ノ１V=au/'>で了
および
ｃ＋c＝ＹＷＪ）(15） J十Ｍm】/p)＝Ｌ
によって表される。ただし，γ(耐)＝/[/w-1WJ)]，ノv(〃し)＝
ん-1Ｗ，)である。
財市場においては超過需要が生じており，消費者の財の需要は生産者
の財の供給によって決定されるから，財の需要増大を目的とするような
ケインズ的総需要管理政策はまったく効果がない。実際，消費者の財の
需要は
(26）ｃ＝Ｙ(、/p)－Ｃ
にしたがって決定されるから，政府支出Ｃが増大すると100％のクラウ
ディング・アウトが生じ，政府支出Ｃの増大額に等しい分だけ民間消
費ｃが減少する。
古典派的失業均衡においては，経済厚生の増大は実質賃金率の下落に
基づく消費者の財の需要と労働供給の増大によってもたらされるが，ケ
インズ的な総需要管理政策は実質賃金率を変化させることはできない。
したがって消費者の財の需要と労働供給を増大させることはできないか
ら，古典派的失業均衡においては，ケインズ的な雇用政策は無効である。
しかし，実質賃金率の変化に対しては
100
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。(耐１－要くい｡Ｍ川“＝－＜Ｏ
力ざ得られるから，実質賃金率の下落は総生産および総雇用を増大きせる
ことがわかる。したがって，消費者の民間消費および労働供給は増大し，
消費者の過少な財の需要および過大な余暇需要が改善されるから，消費
者の効用水準は上昇する。
５おわりに
ケインジアン均衡，ケインズ均衡および古典派的失業均衡におけるケ
インズ的雇用政策と古典派的雇用政策の効果について分析した。ケイン
ジアン均衡においては，ケインズ的雇用政策は有効であるが，古典派的
雇用政策は無効である。古典派的失業均衡においては，ケインズ的雇用
政策は無効であるが，古典派的雇用政策は有効である。これらの中間的
特徴をもつケインズ均衡においては，ケインズ的雇用政策も古典派的雇
用政策も有効である。以上の分析を総合すると表２が得られる。
消費者が得る効用水準に基づいて評価すると，ケインジアン均衡とケ
インズ均衡においては均衡財政政策は必ずしも有効ではないが，この結
果は標準的なマクロ経済学において得られる結果と両立しない｡これは，
減税政策は直接的に消費者の所得を増大ざせ減税額と同額の支出をもた
らすのに対し，公共支出政策はそれと同額の総生産の増大をもたらすが
民間消費はそれほど増大させないからである。しかし，政府が支出する
政府消費の経済厚生を何らかの形で評価すれば結果も変わるであろう。
ノン・ワルラシアン・アプローチによるマクロ経済学の基本的結果は
Benassy（1986）によって得られている。彼の研究は，マクロ経済学の
既存の成果をミクロ的に基礎づけることにより既存の成果を正当化して
いるが，必ずしも新しい成果をつけ加えているとはいえない。最近のマ
クロ経済学の展開から振り返ると，ノン・ワルラシアン均衡の理論は二
1０１
表２雇用政策のマクロ経済効果
仏）ケインジアン均衡における扇用政策の効果
(B）ケインズ均衡における耐用政策の効果
(c）古典派的失業均衡における屈用政簸の効染
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１－．ケインジアンの経済学により凌駕きれており，ノン・ワルラシア
ン・アプローチの果たした役割は，既存のさまざまな成果を同じ枠組み
の中で比較検討し，マクロ経済学をミクロ的基礎に基づいて再構築する
方向づけをしたことであると考えられる8)。したがって，ノン・ワルラ
シアン・アプローチはそれ自体の成果を生み出すより，さまざまな考え
方の比較検討に適していると考えられる。
本稿においては一般的なノン・ワルラシアン・モデルに基づいて，さ
まざまな雇用政策のマクロ経済効果をすべての可能なタイプの不完全雇
用均衡について比較検討し，評価している。われわれの分析は，失業が
生じているようなタイプのノン・ワルラシアン均衡における雇用政策の
マクロ経済効果を資源配分の効率`性という観点から分析しているが，資
源配分の効率`性の観点からより的確に雇用政策の効果を評価するために
は，複数の消費者から構成される混合経済のノン・ワルラシアン均衡に
おける雇用政策の効果を分析する方が望ましいであろう。そうした分析
は別稿に譲ることにしたい。
注
1）ミクロ分析とマクロ分析,ワルラシアン均衡とノン゛ワルラシアン均衡，
古典派とケインジアンという概念は，それぞれつぎのような意味である。
ミクロ分析は個別の経済主体の行動に基づく資源配分の分析を意味し，マ
クロ分析はＧＮＰ，失業率，物価水準･国際収支などの集計的変数の変動
に関する分析を意味する。
ワルラシアン均衡とノン・ワルラシアン均衡は価格調整と数量割当の相
違によって特徴づけられる。ワルラシアン均衡においては，価格が適切に
調整きれてそれぞれの市場において需給が一致している。ノン゛ワルラシ
アン均衡においては，価格が適切に調整されず需給が一致しないために数
量割当による数量調整が行われる。
古典派とケインジアンは実物変数と名目変数を理論的に分離する古典派
の二分法が成立しているか否かによって区別される。古典派の二分法が成
立している古典派の世界では名目変数は実物変数になんら影響しないか
ら，たとえば名目貨幣供給の変化は，物価水準のような名目変数を変化ざ
１０３
せるだけでそれぞれの財・サーヴィスの生産や消費，労働の雇用などの実
物変数を変化きせない。古典派の二分法が成立しないケインジアンの世界
では名目変数も実物変数に影響するから,たとえば名目貨幣供給の変化は，
財・サーヴィスの生産や消費，労働の雇用などの実物変数を変化きせる。
2）ミクロ分析とマクロ分析,ワルラシアン均衡とノン・ワルラシアン均衡，
古典派とケインジアンという分類は，オリジナルのワルラスの理論やオリ
ジナルのケインズの理論においてはもちろん明確に特徴づけられておら
ず，オリジナルのワルラスの理論とオリジナルのケインズの理論を比較検
討することにより次第に認識ざれてきたのである。
3）ワルラスの理論は一種のイデアルティプスであり，モデル自体は必ずし
も現実的ではないから，理論が現実的であることを厳密に要求すると，ワ
ルラスのモデルの非現実的な想定を変更することが望ましいと考えられ
る。ワルラスの理論においては，
①すべての個人が価格悩報を所与とする
②その価格に対して合理的な数量決定を行う
ということが仮定されている。ところが，ワルラスが彼の理論を櫛築する
際に模写したときれる証券市場においては確かにこのようなメカニズムが
作用しているが，一般の市場においては個人が決定した数量シグナルを市
場に伝達する主体もいないし，価格を設定する主体もいない。むしろ，公
共的に価格が設定される市場はいくつも存在する。
また，ワルラスの理論においては価格調整によって市場の需要と供給が
つねに均衡することが想定きれているが，実際には，市場においてはしば
しば固定的な価格のもとで不均衡が生じ，数量割当による数量調整が行わ
れている。
ノン・ワルラシアン均衡の理論は，このような意味において現実を反映
していないと考えられるワルラスの理論の価格調整に関する想定をより現
実的な数量調整に関する想定に置き換えることにより成り立っている。そ
してそのような考え方が，価格調整より数湿調整を重視しているケインジ
アンの理論のミクロ的基礎づけへと導いたのである。
４）ノン・ワルラシアン均衡の理論のマクロ経済学への応用には，Dixit
（1976)，Muellbauer=Portes（1978)，Ｈｏｏ１（1980)，Benassy（1986）な
どがある。
５）古典派とケインジアン，ワルラシアンとノン・ワルラシァンという観点
を組み合わせてマクロ経済理論を概築したとすると，理論的には古典派の
ワルラシアン，古典派のノン・ワルラシアン，ケインジァンのワルラシァ
１０４
ノン・ワルラシアン均衡における雇用政策のマクロ経済効果
ン，ケインジアンのノン・ワルラシアンの４つタイプの理論を構築するこ
とが可能になるが，実際に，マクロ経済学はケインジアンかつワルラシア
ンである伝統的なケインジアンやマネタリストの理論から出発して表３に
示されているように展開された（Romer，1993)。
表３マクロ経済学の学派
ただし，表３におけるワルラシアンという用語は価格の硬直性をアド・
ホックに仮定しているワルラシアンの理論を含み，ノン・ワルラシアンと
いう用語は価格の硬直性を経済環境の特徴に基づいて導出している理論に
限定されている。したがって，本稿の意味でのノン・ワルラシァン均衡の
理論は表３においてはワルラシアンの理論に含まれる。
ミクロ経済学においては，ワルラス的な理論自体ゲームの理論に取って
代わられた感がある。実際，ワルラシアンとノン・ワルラシアン，古典派
とケインジアンという観点からの論争はマクロ経済学において行われてい
るもので，ミクロ経済学においてはゲームの理論に基づく別の話題が多い
（神取，1994)。
6）消費者と政府の所得制約は
〆＋郷≦浬桝０－，で＋zp1z＋汀
沈≧ｊＬｚｆｊｚｏ－ｐＴ＋'０
である。超過需要ヴェクターを：（’〃）とおくと，
（P，〃）直（Ｐ，〃)＝P(c＋Ｃ－Ｙ)＋⑪(【＋ﾉV-L）
＝Pc-Qdj(L-l)－（pY-MW)＋，Ｃ
＝Pc-〃２－汀十，Ｃ≦似加ｏ－’て－加十'Ｃ≦Ｏ
である。したがって，この体系はワルラス法則を満たす。
7）神谷モデル（Kamiya，1985）はⅢ財と労働の２つの市場を考え，労働
市場においては超過供給が発生し，財市場においては財の価格の調整によ
って需給が均衡するようなケインズ的失業と古典派的失業の中間的なケー
スを考察している。ところが，財が２つしかないため，一方の財の市場が
割り当てられているときにはワルラス法則から他方の財の市場も割り当て
られていなければならないから，実質的には古典派的失業のケースになっ
１０５
ワルラシアン ノン・ワルラシアン
二分法古典派の 成立失敗
リアル・ビジネス.
サイクル理論
伝統的なケインジアン
とマネタリストの理論
コーディネイション.
フェイリィアー理論
ニュー・ケインジァン
の理論
ている。
ケインズのオリジナルの理論において第１公準すなわち限界生産力原理
が彼自身の体系と必ずしも両立しないことはしばしば指摘されている。
8）最近のマクロ経済学の展開についてはPIosser(1989LMankiw（1990)，
Gordon（1990)，Romer（1993）などを参照きれたい。
1970年以前には，Hicks（1937）によるケインズ解釈としてのIS-LM
モデルとフィリップス曲線の体系がマクロ経済学の実質的なパラダイムと
して合意されてきた。ところが，この体系は1970年頃に理論的にも経験的
にも疑問がもたれるようになった。理論的問題は，非自発的失業が生じて
いるような不均衡における消費，投資，貨幣需要などの経済活動が経済主
体の合理的な意思決定に基づいて説明されないことであり，これはノン・
ワルラシアン・アプローチによりマクロ経済学をミクロ的基礎によって裏
づけるという展開を生み出した。経験的問題は，失業とインフレーション
が共存するスタグフレーションという経験的事実を既存の理論が適切に説
明できなかったということであり，これは不完全情報とそれに対する合理
的期待形成仮説の導入により合理的行動の結果として自発的失業の発生を
説明する古典派的な考え方に基づくマクロ経済学を生み出す背景となっ
た。
こうしたマクロ経済学の状況を背景として，マクロ経済学のミクロ的基
礎に基づいて２つの学派が再柵成きれた。１つは新しい古典派経済学であ
り，この学派は，総生産や総履用の変動を実質的な要因の変化に基づいて
説明しているという意味において，古典派経済学の復活である。新しい古
典派経済学の代表であるリアル・ビジネス・サイクル理論においては，総
生産や総雇用の変動は労働供給の異時点間の代替，技術革新などの実質変
数を変化きせる要因によってのみ影騨されると考えられている（Plosser，
1989)。
もう１つの学派はニュー・ケインジアンの経済学である。ノン・ワルラ
シアン・アプローチにおいては，価格の硬直性は経済環境の性質からは導
出されない，アド・ホックな仮定でしかなかったが，ニュー・ケインジア
ンの経済学は経済環境の性質から価格が硬直的になるような，不完全競争
の理論，効率的賃金仮説，メニュー・コスト理論などに基づいたマクロ経
済学を再構築している（Gordon，1990)。
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